
（別紙３）

～ 令和７年　１月　１０日

（対象者数） 40 （回答者数） 23

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・児童たちが前向きに楽しく活動出来るように、常に楽しく

笑顔が溢れる空間づくり、雰囲気を目指す。自信が持てるよ

うにポジティブなお声掛けを続け、成功体験から更に自信を

深めるきっかけ作りを行う。

・今興味のある事、リアルタイムで悩んでいる事を活かして

療育を行っていく。そのためには今の児童を知る事が必要で

あるため、保護者様からの情報・スタッフ同士でのコミュニ

ケーション・児童との直接の会話から把握していく。

2

・常に新しいことへの挑戦と児童たちの楽しみながら成長し

ていく事を目標としていく。その中で児童が自分自身と向き

合えるようにコミュニケーションと支援を繰り返し、成長を

見守っていく。

・児童の現在の発達過程や、年齢に見合った関わりを行い、

将来の自立を目指していく。

・児童にとって今必要なこと、今だから学べることを意識し

て療育を行っていく。

3

・日々のフィードバックにより、保護者様の精神状態の把握

と現在の悩みを知り、必要に応じてこちらからも相談援助の

打診を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個人情報の取り扱いに十分配慮しつつ、よりオープンなサー

ビスを目指して様々な形での情報発信を模索していく。その

ためのIT技術に長けた人材獲得・育成、外部リソースの利用

も視野に入れる。

2

適切な人材の獲得・育成に一層注力していく

3

・中高生に向けのカリキュラムの設定。平日部活動等によ

り、参加出来ない児童も大人になる過程の中で、より必要な

支援の設定やカリキュラムを構成していく。

・一つ一つのカリキュラムでの年齢別・レベル別での小集団

に分けての療育の設定を目指していく。

・多彩のプログラムの提供、新しい事への体験・興味関心を広

げること、その経験から自信(自己肯定感を高める)を持ち生活

の質を高めることが出来ている。

・プログラムをマンネリ化を防ぐこと、新しい興味関心を広げ

る事から、常に真新しく児童がワクワクするようなプログラム

を考え、提供している。

・事業所内部の関係だけでなく、外部の環境を活用し、社会科

学・外出などの社会資源を活用することを意識している。

・児童同士の横のつながりを作るべく、同法人の複数事業所と

の合同イベントや合同プログラムを積極的に行っている。

・スタッフだけでなく、児童たちからの意見(行ってみたいプ

ログラムや体験、行きたい場所)をアンケートポストを活用し

プログラムに反映している。

・継続性のある集団カリキュラム・個別支援プログラム・季節

行事イベント・外出・カウンセリング等5領域を意識したプロ

グラムの構成となっている。

・バランスの取れたカリキュラム構成を常に意識している

・継続性のある集団カリキュラムでは、着眼する5領域項目を

重要視したり、継続することでスキルを向上し、目に見えた成

長や変化が児童自身が感じ取りやすいことを目指している。

・個別支援プログラムでは本児の課題や今目指している事、精

神的にも安定した状態を作り出すこと等、今の児童の状態に合

わせたことを柔軟に対応することが出来ている

・季節行事や外出では児童への新しい刺激とワクワク感、季節

感を感じることを大切にし、児童に生きることへの楽しみを感

じてもらえるように支援している。

・精神的な悩み、ストレス、疲労度などを考慮し、日曜日の個

別支援プログラムでは、スタッフとマンツーマンで児童のした

いことに寄り添うということを1時間実施している。明日から

学校や園にまた楽しく行こう！との心情を抱くことを目的にし

ている。

保護者様に向けた家族支援のアプローチは適宜柔軟且つ迅速に

行っている。相談内容に合わせて、発達のことに関してのお悩

みは児発管が行い、精神的なフォローに関しては公認心理師が

対応している。

・保護者様のお悩みやメンタルフォローを面談の機会のみに関

わらず、迅速に対応している。保護者様の子どもに対しての関

わりから、現実的なアドバイスや考え方をお伝えしている。

・必要に応じて関係機関との連携やサービス担当者会議の実施

も行っている。

年齢層や特性レベルに合わせた集団カリキュラム内容になって

いるか、参加している児童のひとりひとりに合わせた課題の難

しさ。

・集団のカリキュラムでは年齢層や特性レベルが各々に異なる

ため、一つ一つののプログラムによって合う、合わないがあ

る。

・通所歴が長くなり、中学生・高校生の児童も出てくるが、そ

の年齢層にあったカリキュラム構成になっているかの難しさが

ある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

SSNやHPを通した情報発信が少なく、提供している支援の内

容が伝わりにくい。

・個人情報を保護する観点から、情報共有のプラットフォーム

は基本的に書面や対面でのやり取りに限定してきたため、現在

の利用者のニーズに叶わなくなっている。

現在、スタッフは主に有資格者（児童指導員、保育士、公認心

理師等）を配置しているが、作業療法士、言語聴覚士、理学療

法士といった専門職員を欠いている。

・現在在職しているスタッフに対しては随時研修の機会の提供

や外部リソースを利用して資質向上に努めているが、該当する

資格を有する人員の確保や、人材育成に注力できていない。

令和７年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ピタゴラ未来塾西神

○保護者評価実施期間
令和６年　１2月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


